
東海汽船株式会社

神新汽船株式会社

第１ 監査対象の概要

１ 事 業 の 内 容

（１）事 業 の 概 要

ア 東海汽船株式会社

東海汽船株式会社 以下 東海汽船 という は 明治２２年１１月に設立され 海運及び（ 「 」 。） 、 、

自動車運送事業等を営むことを目的とし、本土と伊豆諸島及び伊豆諸島相互間の旅客及び貨物

輸送等を行っている。主な事業は次のとおりである。

（ア）海運業

（イ）港湾運送事業

（ウ）食料品・酒類・清涼飲料水・医薬品及びたばこの販売

イ 神新汽船株式会社

神新汽船株式会社 以下 神新汽船 という は 昭和５２年１０月に設立され 海上運送（ 「 」 。） 、 、

事業等を行うことを目的とし、本土と伊豆諸島及び伊豆諸島相互間の旅客及び貨物輸送を行っ

ている。

主な事業は次のとおりである。

（ア）海上運送事業

（イ）海運代理店業

（２）都 と の 関 係

都は 本土と伊豆諸島間の交通を確保し 離島航路補助 島民生活の安定と産業の振興を図、 （ ）、

るため 貨物運賃補助 東海汽船及び神新汽船に対して 表１のとおり 補助金を交付してい（ ）、 、 、

る。

（表１） 補 助 金 交 付 額

(単位:千円)

区 分 補 助 要 綱 名 平成10年度 平成11年度

離島航路補助 離 島 航 路 補 助 金 交 付 要 綱 157,461 161,377

東海汽船 貨物運賃補助 伊豆諸島海上貨物運賃補助金交付要綱 89,328 86,020

合 計 246,789 247,397

離島航路補助 離 島 航 路 補 助 金 交 付 要 綱 54,497 60,987

神新汽船 貨物運賃補助 伊豆諸島海上貨物運賃補助金交付要綱 2,264 1,847

合 計 56,761 62,834



２ 組 織

組織は、表２のとおりである。

（表２）会社別の所在地、役職員一覧

（単位：名）

会社名 所 在 地 取締役 監査役 役員計 職員代表取締役社長 代表取締役専務 常務取締役

東海汽船 港区海岸 １ 1 １ １１ ３ 17(7) 396

一丁目１6番１号

神新汽船 港区海岸 １ － １ ４ ２ 8(6) 18

一丁目１6番１号

（注 （ ）書きは非常勤役員数で内数）

第２ 監査の範囲及び実地監査期間

１ 監 査 の 範 囲

平成１０年度及び平成１１年度の補助事業について実施した。

２ 実地監査期間

（１）港 湾 局 平成１３年２月２日及び１９日

（２）東 海 汽 船 平成１３年２月５日、６日及び８日

神 新 汽 船 平成１３年２月１３日及び１４日

第３ 監 査 の 結 果

１ 事業実績について

平成１０年度及び平成１１年度における補助事業の実績は、以下のとおりであり、事業は補助

目的に沿って適正に執行されている。

（１）東海汽船

東海汽船は 東京 横浜 熱海 伊東及び稲取の各港を起点に５つの航路において定期貨客、 、 、 、

船を運航している。

このうち、東京～三宅～御蔵島（原則として東京発週１便のみ寄港）～八丈島の航路が離島

航路補助の対象となっている。

（２）神新汽船

神新汽船は、下田から新島、式根島、神津島を結ぶ航路において、定期貨客船を運航してお

り、同航路が離島航路補助の対象となっている。

離島航路補助の対象航路に係る輸送実績は表３、航路損益計算書は表４のとおりである。

また、貨物運賃補助に係る実績は表５のとおりである。



（表３）航路輸送実績

運行状況 輸送実績

区 分 旅 客 貨 物

計画回数 就航回数 就航率 輸送人員 運賃収入 輸送量 運賃収入

（回） （回） （％） （人） （千円) （ｔ） （千円）

東汽 平成１０年度 365 342.5 93.8 162,291.0 1,052,863 89,380 519,882

海船 平成１１年度 365 359.0 98.4 162,986.0 1,047,169 83,582 519,285

神気 平成１０年度 316 289 91.5 21,434.5 75,488 10,216 78,054

新船 平成１１年度 316 295 93.4 19,149.5 65,963 9,213 70,436

（注）１ 離島航路に係る事業年度は前年の１０月１日から当年の９月３０日まで。

２ 輸送人員は子供を０．５人として計算している。

（表４）航路損益計算書

（単位：千円）

東海汽船 神新汽船

区 分 平成10年度 平成11年度 平成10年度 平成11年度

収 益 a 2,196,614 2,040,811 176,203 146,873（ ）

運 航 収 益 1,931,745 1,882,504 159,357 142,153

営 業 収 益 264,868 158,306 16,846 4,719

費 用 b 2,354,075 2,202,188 289,506 276,357（ ）

運 航 費 用 1,428,642 1,324,241 160,308 146,098

営 業 費 用 925,432 877,946 129,198 130,259

差引純利益 △損失)(a - b 157,461 161,377 113,303 129,484（ ）（ ） △ △ △ △

国 庫 0 0 58,806 68,497

離島航路補助金 都 157,461 161,377 54,497 60,987

計 157,461 161,377 113,303 129,484

（注）都補助金の額は、損失相当額から国庫補助金額を控除した額である。



（表５）貨物運賃補助実績

東海汽船 神新汽船

区 分 輸送量 運賃収入 うち補助金額 輸送量 運賃収入 うち補助金額

（ｔ） (千円） (千円） （ｔ） (千円） (千円）

1 0 0 ％ 補 助 平成10年度 506 6,478 6,478 47 562 562

（プロパンガス、プ

ロパンガス空ボンベ 平成11年度 549 6,944 6,944 36 425 425、

小麦粉、食用油の４

品目）

3 0 ％ 補 助 平成10年度 31,379 275,971 82,849 623 5,670 1,702

（肥料、飼料、野菜

・果物 植木 生花 平成11年度 30,191 263,405 79,077 523 4,738 1,422、 、 、

牛等１４品目）

合 計 平成10年度 31,886 282,450 89,328 670 6,233 2,264

平成11年度 30,740 270,348 86,020 559 5,163 1,847

（注）貨物補助に係る事業年度は１月１日から１２月３１日まで。


